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�まず頼りになるのが、市区町村

が設置する「地域包括支援セン

ター」です。ケアマネジャーや社会

福祉士、保健師などの専門職が、介護・

福祉・健康・医療の相談に幅広く対応してく

れます。市区町村の介護保険窓口やかかり

つけ医、民間の介護相談サービス・セミナー

なども活用できます。

�認知症かも…?�と感じたら、

まずはかかりつけ医に相談を。

認知症は、早い段階から治療でき

れば進行を遅らせ、良好な状態を保つこと

も可能です。かかりつけ医がいない場合は、

地域包括支援センターでも対応してくれま

す。ご本人が受診を嫌がるようでしたら、早

期発見の手がかりとして、簡単なセルフ

チェックも一手です。

����������������������������������������ち�����いき��ほう���かつ����し�����えん

�突然の病気や認知症の進行に

備え、親が元気なうちから始めて

おきたいですね。介護保険制度や

利用できるサービスの情報収集はもちろ

ん、ご本人の希望も聞いておきましょう。

金銭の管理方法や住まいの見直し、親族の

役割分担も話し合っておくと、いざという

時スムーズに対応できます。

Q

A

Q

Q

A

A

介護の準備は、
いつから始めるべき
ですか？

親の言動から
「認知症かもしれない」

と感じています。
何をすべきでしょうか？

介護の情報は、どこで集めて、
誰に相談すればよいですか？

いざという時のために���



�制度を活用し、プロの手を借りる

ことで、働きながらの在宅介護は

十分に可能です。介護保険では、

ヘルパーが訪問してくれる介護サービスや

施設でのデイサービス、ショートステイなど

のサービスが整備されています。介護ベッ

ドや車いすなどの購入補助やレンタル、自宅

の環境を整えるリフォームサービスもありま

すので、しっかり取り入れていきましょう。

Q

Q

Q

A

�家庭の状況や生活環境、要介

護度によって、いくつか選択肢

は考えられます。住まいが近所

なら、暮らしは別々でも親元に通って介

護する。普段は施設に預け、月に何度か帰

省する。テレワークの活用で、仕事のほ

うを対処する。自分らしい「遠距離介護」

のスタイルを検討してみてください。

これらの場合で、強い味方となってくれ

るのが「見守りサービス」。直接訪問して

利用者の安否を確かめたり、住まいにセ

ンサーを設置して日々の様子を見守った

り…と、様々なサービスが民間でも広が

り始めています。

ケアマネジャーや

介護スタッフの方には、

親のどんな情報を伝えたら

よいですか？

�介護には様々な生活情報が必

要です。まずは通院中の医療機

関と服薬。次に起床・就寝のリズ

ム、趣味や好きな食べもの、衣服や靴のサ

イズなど。交友関係や地域とのつながり

といった情報も大切です。また、親の経歴、

病歴、公的証明書類の番号などの個人情

報も、手続きに不可欠となってきます。

�意外と知らないことが多い親の「情

報」。コミュニケーションを深め、早めに

ノートなどにまとめておきましょう。

A

A

仕事を辞めなくても

在宅介護はできますか？

� 知っておきたい「親の介護」のこと



�要介護度や利用するサービス、

住まいの形態によって大きく異な

ります。月額の目安としては在宅介

護で約5万円、施設利用の場合では約12万円

です。平均的な介護期間(5年1か月)で換算

すると、総費用は数百万円にのぼると考え

られます。ただし、介護保険制度により自己

負担は1～3割に抑えられるため、事前に制

度を理解し、適切な準備をお忘れなく。

�「気持ち」「時間」「お金」にゆとりを

持って介護ができるよう、最低限の

知識は備えておくことが大切です。

介護費用が心配な人は、国や自治体による介

護費の軽減制度について調べましょう。

�仕事と介護の両立が心配な人は、法律で

定められた「介護休業制度」や「介護休暇制

度」、職場の介護支援制度や福利厚生で受

けられるサービスなどを確認しておくとよい

でしょう。

�福祉用具を活用すると、介助の負

担を減らせます。シャワーチェアや

手すり、滑り止めマットを使えば、ご

本人が自力で動きやすくなり、介助者が体を支

える場面も少なくなります。訪問入浴やデイ

サービスを利用するのも、無理なく続けるため

の大切な選択です。

ひとりで抱え込まず、少しでも楽にできる方法

を見つけていきましょう。

A

A

Q 介護にかかる費用は
どのくらいでしょうか？

A

Q

入浴の介助が
つらいです。

スムーズに
できないで
しょうか？

入浴の介助が
つらいです。

スムーズに
できないで
しょうか？

Q 介護の制度について
全く知識がありません。
何から調べたら
よいでしょう？



�まずは、ご本人の要介護度や

必要な対応、費用、立地を確認し

ましょう。

見学時には、施設の雰囲気や清潔さ、職員

の対応、入居者の様子もチェックしてお

くと安心です。さらに、医療機関との連

携体制や看取り対応の有無など、長期的

な視点も大切です。契約前には重要事項

説明書をよく確認し、ご本人の希望も踏

まえながら、納得できる施設を選びま

しょう。

�要介護者の状態や生活環境

に応じた介護用品を整えるこ

とは、介護する人の負担軽減と

いう意味からも、快適な介護の要です。

基本は紙おむつや専用の食器、衣類、入

浴補助具など。歩行を助ける杖や歩行器、

車いすやポータブルトイレ、介護ベッド

とエアマット、手すりなども重要です。

A

�施設入所を検討する目安は、

介護する方の心身の負担が大き

く生活に支障が出ている場合

や、ご本人の状態が変化し在宅生活が難

しくなった場合です。限界を迎える前に

ケアマネジャーに相談し、情報収集を始

めましょう。ショートステイで施設生活を

体験する方法もあります。

�近年の施設は個室が中心で、

外出や面会にも柔軟に対応し、

レクリエーションも充実してい

ます。まずは見学や体験入居を通じて、

実際の雰囲気を体感してもらうと安心に

つながります。家族が説得するより、施設

職員やケアマネジャーから話を聞くほう

が受け入れやすい場合もあります。

A A

orQ 介護用品はどんな
ものが必要ですか？

Q 介護施設や老人ホーム

選びで大切なことは？

在宅介護を続けていますが、
そろそろ施設も検討すべき
か迷っています。

在宅介護を続けていますが、
そろそろ施設も検討すべき
か迷っています。

Q 親が「施設には絶対に行き
たくない」と言います。
どう説得すればよいですか?

A

Q



介護休暇の取得要件が「週3日以上のパート勤務」
にも広げられています。事業主には就業規則の見
直しと周知も義務づけられています。

「育児・介護休業法」は、2025年の改正に伴い

介護と仕事の両立に注力。

介護離職を防ぐため

事業主（企業や団体）

と労働者双方への支

援が盛り込まれてい

ます。

※業種・職種等により対応
�は異なります。

介護離職の防止に向けた研修や相談窓口の設置、
制度事例の提供、方針の周知のうち1つ以上の実施
が、事業主の義務となっています。

介護が始まった従業員はもちろん、始まる前でも
40歳を迎える従業員に対する制度の周知・情報提
供が、事業主に義務化されています。

要介護家族を抱える従業員が柔軟に働けるよう、
テレワークを推奨。事業主には導入の努力義務が
課されています。

私が介護…? とにかく不安が

いっぱいです。

はじめての介護

育児・介護
休業法

介護は思い通りにいかなくて当たり前。「～しなくては」

と気負わず、できることを積み重ねていく日々と割り切り

ましょう。何ごとも自分を責めず、次はこうしてみよう…と

切り替える発想を忘れずに。

周囲のチカラを活かすことは、介護を無理なく続けるカギ

になります。何かと頼れる支援センターやケアマネジャー

たち専門職。実体験に基づく具体的な情報交換や気晴ら

しもできる、オンラインの「家族会」コミュニティ。あなた

の周りには、あなたを見守るネットワークがあります。

介護保険制度や公的サービスを調べておくと、慌てずに

済みます。地域の窓口やケアマネジャーへ相談できるこ

と、サービスの種類や費用の目安など、一度目を通してお

きましょう。緊急時の連絡先リスト作成も、安心への備え

になります。

生活の大部分に影響する介護。心身ともにストレスは避

けられません。だからこそ、ほんの少しでも「私の時間」

を探しましょう。趣味に気を向けたり友人と電話してみた

り…リフレッシュに役立つヒントが、きっと見つかります。

Q 法律もあなたを
応援しています。

A



ホームヘルパーの資格を持つ運転手が介助してくれる、

「介護タクシー」をご存じですか?料金の一部に介護保

険が適用され、通院・外出時の経済的負担も軽減でき

ます。利用にあたっては下記のようにいくつか条件があ

るため、ケアマネジャーにご相談ください。

●利用できるのは「要介護1」以上の方。「要支援」の方

は対象外です。

●介護保険は「日常生活上・社会生活上必要な行為に

ともなう外出」、つまり「通院」「預貯金の引き出し」「役

所への届出」などで適用となります。

もちろん保険を使わない「全額自己負担」なら、会食

や趣味の外出、旅行など自由に利用できます。



公的には、どんな支援が

ありますか。

介護制度のこと

A
社会全体で介護を支えあう仕組みとして、

国が保障し市区町村が運営する「介護保険制度」

があります。40歳以上から保険料を支払い、原則

65歳から介護サービスを受けられます※。制度を

よく知り、しっかり利用して、介護の負担を軽減し

ましょう。

Q
STEP

STEP

STEP

STEP

STEP

STEP



「仕事と介護の両立支援」を国が制度化!そんな支援もあります !「仕事と介護の両立支援」を国が制度化!そんな支援もあります !

育児・介護休業法で定められた国の
制度はご存じですか？

要介護認定の訪問調査では、本人がつい「できる」

と見栄を張り、軽く判定されることが少なくありま

せん。正確に状態を伝えるため、事前に介助内容や

最近の変化などをメモしておくとともに、普段の様

子を知る家族が同席するとよいでしょう。当日は本

人の前で訂正すると自尊心を傷つける場合がある

ため、調査員へメモを渡すなどして補足

すると安心です。ありのままを伝えること

が適切な認定につながります。

ケアマネジャーは、介護を必要とする方や家族を

サポートする介護の専門家です。利用者の心身の

状態や生活環境に合わせて必要な介護サービスを

一緒に考え、ケアプランを作成します。また、デイ

サービスや訪問介護など事業者との連絡調整も行

います。介護サービスの選び方や介護保険

の利用方法、日々の介護の悩みなども相談

可能です。介護で困ったときの身近な相談

先として頼りになる存在です。

物価高騰や介護職員の人手不足を背景に、施設入居でかかる費用は上昇傾向にあります。

公的な介護保険施設では、2025年8月から一部の施設を利用する方の居住費が引き上げられ、

2026年8月には一部の方の食費・居住費の負担限度額も見直される予定です。

株式会社TRデータテクノロジーの調査では、老人ホーム等434社のうち約4割が管理費または食費を値上げしま

した。平均値上げ額は管理費 6,100円、食費4,900円です。費用は今後も変動が見込まれるため、入居を考え始め

たら早めに情報収集し、最新の費用を確認しておくと安心です。



ベネステ独自の
補助金サービスも
あると聞き
ました。

補助金のこと
Q

会員限定で使える

A
要介護・要支援と認定されたら利用できる、補

助金サービスがあります。介護保険の支給限度額を

超えた場合や、介護用品の購入時にお役立ていただ

けます。下記をご参照いただき、ぜひご活用ください。



STEP

STEP

STEP



親の介護を自宅で
行いたいのですが。

在宅介護のこと
QQ

会員限定で使える

A

A

自身の負担を軽減しながら在宅介護に取り組

んでください。頑張りすぎは禁物です。無理をすると

自身の健康や生活を損ないかねません。各種サポー

トを上手に活用し、ベネフィット・ステーションの便利

なサービスをぜひご利用ください。

レスパイト（respite）とは、「休息」「息抜き」

「小休止」という意味です。レスパイトケアとは、在宅介

護の要介護状態の方（利用者）が、福祉サービスなど

を利用している間、介護をしている家族などが一時的

に介護から解放され、休息をとれるようにする支援

のことを指します。

介護用語で
よく聞く
レスパイトとは
何ですか？

介護用語で
よく聞く
レスパイトとは
何ですか？

Q





老人ホーム・介護施設の費用や
料金はどれくらいですか？

介護付は介護が重くなっても住み続けやすく、住宅型は必要なサー

ビスだけ選べて費用を抑えやすいのが特徴です。サ高住は比較的自

由度の高い暮らしができ、夫婦入居に対応した施設もあります。

Q

ベネフィット・ステーションがサポート

施設選びは、本人の状態や家族の希望、
経済状況に合わせて慎重に検討しましょう。

介護施設について
教えてください。

介護施設・
老人ホーム こと

契約形態：利用権方式
介��護：施設の介護職員が24時間体制で提供
������（施設と一体）

A

契約形態：利用権方式
介��護：外部の事業者と個別に契約
������（サービスは自由に選択）

契約形態：賃貸借契約
介��護：外部の事業者と個別に契約
������（サービスは自由に選択）



Q 老人ホームにはいろいろな種類が
あると聞きました。
ですが、違いがわかりません。

老人ホームにはいろいろな種類が
あると聞きました。
ですが、違いがわかりません。

A
老人ホームは大きく、公的施設と民間施設に

分かれます。公的施設は費用を抑えやすい一方、要介

護度の条件や入居待ちがある場合もあります。民間

施設は費用が高めですが、サービスや設備が充実し

ています。ご本人の介護度・予算・希望に優先順位を

つけ、実際に見学してから選ぶことが大切です。



介護のお悩み相談

介護を知る・学ぶ �
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提携メニューや利用方法は、ベネフィット・ステーション
サイトにてご確認ください

BENEFIT STATION

https://bs.benefit-one.inc/


